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骨関節疾患の疼痛管理－健康寿命延伸を目指して
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　骨関節疾患の疼痛は，外傷や加齢に伴う器質的な問題を背景として慢性の経過を辿
ることが多く，この長引く痛みはしばしば運動恐怖に伴う不活動・姿勢異常を引き起
こす．これらの変化は筋・関節といった運動器で機能障害ひいては器質的な変化を引
き起こす．運動器の活動の低下はQOLの低下を招き，健康寿命が低下する大きな要因
となっていると考えられる．そのため，不安を取り除き，不活動を打開していくこと
が運動機能障害を改善することにつながり，さらには健康寿命の延伸につながると考
えられる．

　骨関節疾患は，骨・関節・筋など運
動器が障害している疾患であり，近年
の高齢社会により骨関節疾患の罹患患
者は増加してきている．このような骨
関節疾患ではほとんどが疼痛を伴い，
さらに疼痛が遷延し慢性疼痛を生じて
いることが多い．わが国においても，
骨関節疾患をはじめとした運動器障害
の慢性痛に関する疫学的調査では有症
率が15.4％にのぼり1），平成25年度総務
省統計による成人人口104,860千人に
換算すると約1,600万人が罹患してい
ることとなる．そのため，運動器慢性
痛による医療費や生産性減少による社
会的損失も含めて大きな問題となって
いる．

　日本は平均寿命が世界トップレベル
で，現在も延び続けている状況である
が，そのなかで健康で自立した生活を
送れる健康寿命を延ばすことが重要で
あることが認識されてきている．この
健康寿命を阻害する因子として運動器
の障害が挙げられており，運動器障害
による疼痛は活動の低下，QOL（Qual-
ity of Life）の低下を招き，健康寿命が
低下する大きな要因となっていると考
えられる．また，世界保健機関（WHO）
は2000 ～ 2010年 を「運 動 器 の10年
（Bone and Joint Decade）」と定め，疫
学・予防・治療研究推進と啓発に取り
組み，日本でも，2007年に日本整形外
科学会がロコモティブシンドロームと
いう概念を提唱し，運動機能の低下を
予防し，健康寿命を延ばそうとする活

動が活発になってきている．このよう
に，運動器障害による疼痛，特に痛み
が遷延してしまっている運動器慢性痛
を予防・治療していくことは重要な課
題である．そこで，本稿では，運動器
慢性痛と運動機能障害のかかわりにつ
いて概説する．

運動器慢性痛の病態

　骨関節疾患において，骨・関節・筋
など運動器における痛みは，骨の変形・
変性，関節破壊，筋障害など組織が損
傷を受け，そこからの侵害情報が入力
されることで生じる．通常は組織の治
癒に伴いこの急性痛は治まっていく
が，多くの骨関節疾患では組織損傷状
態が持続および繰り返し刺激により新
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